













































































































　対象者　調査対象者は関東甲信越の現職教員 99 名，内 93 名から回答があり（回収率 94％），回答不備を除く有効











































































































　学校組織風土　学校組織風土尺度 36 項目について確認的因子分析を行った。十分に標準化係数（.40 以上）の得
られなかった項目を除外し，再度因子分析を行ったところ，個業性６項目，協働性８項目，統制性７項目，および同
調性７項目の計 28 項目が抽出された。適合度指標の値はχ2＝ 376.639，GFI＝.801，AGFI＝.750，CFI＝.939，
RMSEA＝.04 と，データが概ね適合しており，本尺度の構成概念妥当性が確認された。各因子の内的整合性はα= 
.70－.83であり，４つの下位尺度の信頼性は概ね確認された。
　高等学校の分析に先立ち，研究１で分析対象となった 80 人と後から回収された６人，計 86 人の小中学校教員の学
校組織風土得点を研究２の高等学校教員 104 人の得点と比較した。Table 2 に，学校組織風土尺度 28 項目の４下位
尺度ごとの得点を校種ごとに示す。校種(2)×学校組織風土(4)の分散分析の結果，校種［F(1,188)＝ 7.09，p 












互作用［F(6,303)＝ 5.41，p <.01，η2p＝.10］が有意であった。４つの組織風土のうち，協働性はクラスタⅠ がク
ラスタⅡ と Ⅲ よりも有意に得点が高く［F(2,101)＝ 15.66，p<.05］，統制性はクラスタⅠ，Ⅱ，および Ⅲ の順
Table２　学校組織風土４下位尺度ごとの平均値（SD） 
小中学校（n ＝ 86） 高等学校（n ＝ 104）
風土 M （SD） M （SD）
個業性 2.08 （0.54） 2.30 （0.42）
協働性 2.92 （0.52） 2.72 （0.35）
統制性 2.96 （0.53） 2.64 （0.47）
同調性 2.45 （0.50） 2.42 （0.42）
97高等学校における学校組織風土の相違と教員の特別支援教育に対する意識との関係
で，それぞれ有意に得点が高かった［F(2,101)＝ 16.25，p <.01］。またクラスタⅠ では協働性と統制性が個業性と
同調性よりも，クラスタⅡ では協働，統制，および同調性の３つが個業性よりも，クラスタⅢ では協働性がその他






肢選択２項目を除いた計 32 項目について下位尺度ごとに主成分分析を行った。６下位尺度の主成分の寄与率は 54.2 






















　項目 10 は支援や配慮の実施の有無と実施内容または実施しない理由を訊いた。支援を「行っている」が 61 人であ
り，その内容６肢が該当したら１，しなければ０として風土型ごとの平均を求めた。組織風土型(3)× 内容(6) の分
Table３　クラスタごとの学校組織風土尺度得点平均値（SD）
クラスタⅠ（n ＝ 53） クラスタⅡ（n ＝ 32） クラスタⅢ（n ＝ 19）
風土 M （SD） M （SD) M （SD)
個業性 2.25 （0.45） 2.33 （0.41） 2.38 （0.36）
協働性 2.82 （0.34） 2.62 （0.35） 2.60 （0.30）
統制性 2.83 （0.42） 2.58 （0.40） 2.20 （0.46）
同調性 2.39 （0.46） 2.46 （0.37） 2.40 （0.41）
Table４　学校組織風土型ごとの特別支援教育に対する意識尺度得点平均値（SD） 
協働・統制型（n ＝ 52） 平準型（ n ＝ 31） 非統制型（n ＝ 19）
特別支援教育の意識 M （SD） M （SD） M （SD）
共通理解・情報共有 3.68 （0.59） 3.40 （0.67） 3.46 （0.47）
生徒・保護者との連携 3.48 （0.75） 3.21 （0.69） 3.29 （0.55）
校外関係機関との連携 3.67 （0.65） 3.39 （0.79） 3.42 （0.60）
校内委員会の活用 3.85 （0.69） 3.25 （0.84） 3.54 （0.45）
支援の実施 3.66 （0.61） 3.17 （0.67） 3.38 （0.51）
個人の意識 3.89 （0.53） 3.80 （0.55） 3.69 （0.38）
98 宮　村　慶一郎・内　藤　美　加
散分析の結果，定期的な個人面談が他の支援よりも多く選択された［F(5,490)＝ 3.76，p <.01，η2p＝.04］。支援を















































































































































＊ Niigata-Kita high school   ＊＊ School Education
The Relation between Organizational Cimates and Teachersʼ 
attitudes toward Special needs education in Senior High Schools.
Kei-ichiro MIYAMURA＊・Mika NAITO＊＊
ABSTRACT
The study examined the link between organizational climates and attitudes toward special needs education in senior 
high schools. Study 1 administered questionnaires to 91 elementary and high school teachers to develop a school climate 
scale consisting of collaboration, managerial control, solitary work, and conformity.  On the climate scale in Study 2, 104 
teachers from six senior high schools perceived the climates of solitary work more strongly and collaboration and control 
less strongly than those of participants in Study 1.  Cluster analysis showed that the six schools were classified into three 
climate types: collaborative control, flat, and no control.  The collaborative-control and no-control schools differed in 
perceived managerial control and showed similar attitudes toward special needs education whereas the flat-type schools, 
which had vague climate characteristics, showed lower attitudes than those of collaborative-control schools.  The results 
suggest that teachers in collaborative-control schools are more aware of the necessity of special needs education and 
facilitate it, those in flat schools show inconsistent awareness and, consequently, diminished educational practices. 
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